
基本理念

私たちは、地域の中核病院として、住民の立場にたち住民の健康、福祉、安全の向上に貢献します。

基本方針

1.私たちは、患者さまの心 (心身)の痛みに共感し、やさしさと思いやりのある医療を目指します。
2.患者さまの医学的情報について、十分な説明を行い、理解と納得に基づいた医療の実践を行うとともに、
個人情報の保護に努めます。

3すべての職員が連携して、患者さまの満足と信頼が得られる医療の実践に努めます。
4.つねに医療の安全に関する知識と技術の向上に努めます。
5地域の医療、保健、福祉、介護との連携強化に努め、地域に開かれた病院を目指します。
6.つねにコスト意識をもって業務の効率化と能率化を図り、健全運営に必要な財政基盤確保に努めます。
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串本町病院事業管理者 竹村 司

春は 1年のうちで寒暖差が一番大きく、気温の急な変化に対応するため、身体は交感神経の働きが優

位な状態 (緊張状態)が続きやすくなります。交感神経は自律神経の一つですが、内臓や血管などの働

きをコントロールし、体内の環境を整える役害」を果たしています。私たちの意思と|よ関係なく独立して

働いているので、内臓を私たちの意思で自由に動かす事は出来ません。反対に、意識しなくても呼吸を

したり、食べたものを消化するため胃を動かしたり、体温を維持するため汗をかいたりするのは、自律

神経があるからです。自律神経には、交感神経 (起きている時 。緊張している時の神経)と冨」交感神経

(寝ている時・リラックスしている時の神経)があります。この二つ |よ、―つの器宮に対して互いに相反

する働きをしています。「春バテ」 |よ、交感神経が過度に緊張している状態から生じます。さらに、春は

異動・転勤・新生活の始まりなど生活が大きく変化する季節です。普段より緊張する機会やス トレスを

感じることが多く、自律神経が乱れやすくなります。

ゆううつ感

倦怠感

目覚めが悪い

不安感

腰痛

自律神経の乱れをチェックしてみましょう。
次の 17の質問のうち、2つ以上当てはまつたら要注意です。

「春バテ」の症状には次のようなものがあります。

昼間眠い

身体がだるい

イライラする

肩がこる

気分が落ち込む

E]1.めまい。耳なり・立ちくらみが多い。
E]2.胸のしめつけ、ザワザワする感じが時々 ある。
E13.心臓の鼓動が急に早くなる、脈拍が飛ぶときがある。
E4.患 苦しくなるときがある。
□ 5手足が冷えるときがある。
E16.胃の調子が悪いときが多い。
E]7.下痢や便秘が多い、または繰り返す。
E]8.肩こり、腰痛がなかなか治らない。
□ 9.手足がだるいときが多い。
E110.顔や手足だけ汗をかく。
□ 11.朝、起きるときに疲労感がある。
12.気候の変化に弱い。

E113.やけにまぶしく感じるときがある。
14寝ても寝ても寝足りない。
□ 15.夢をよく見る。
□ 16.風邪でなしヽのに咳がよく出る。
E117.飲み込みづらい、喉に違不□感がある、ロレツが回らないときがある。

②  くしもと町立病院 広報誌 3月号



朝起きたら日光を浴びる

日光を浴びることにより体内時計のスウィッチが入り、自律神経が動き始めます。

適度な運動

まずは散歩やウォーキング、∃ガなど、無理のない範囲で体を動かすことがおす

すめです。

毎日お風呂に浸かる

ぬるめのお湯に入ること。36～ 40℃程度のお湯に浸かることで副交感神経が優

位になり、心身がリラックスした状態になつて質の良い睡眠にもつながります。

良質な睡眠が得られるような習慣を身に着ける

就寝前のスマートフォンや長時間のビデオやテレビ鑑賞は控えるようにしてくだ

さい。

食生活を見直す

特に積極的にとりたいのは、ビタミンやミネラルといつた、普段の食事で不足し

がちな栄養素です。外食やインスタント食品中心の食生活になつている方は、栄

養バランスを整えることを意識しましょう。必須アミノ酸の「トリプトフアン」

口 腸内環境を整える

朝起きたらコップ1杯の水を飲む、食物繊維や乳酸菌を積極的に摂りましょう。

■ 首を温める

ホットタオルや温熱シートの使用がおすすめです。首元と合わせて、目元も温め

るのが効果的です。温めるタイミングは、日中に疲れを感じたときや、就寝30

分前が効果的です。

生まれ育った地元に戻 り、助産師として働 き始めて30年 を迎えた今年、

アドバンス助産師として認証されました。これまで取 り上げた赤ちゃんは

千人を超え、以前に取 り上げた子が親として当院で出産してくださること

も多 く、二世代に渡 り関わらせていただけることをうれしく思っています。

今後も、アドバンス助産師として、自律 して助産ケアを提供できる実践能

力を維持向上させつつ、当院産科・小児科医師とも協力して、より安全で

質の高い周産期医療の提供に努めてまいります。また近年、多様化 してい

る妊産褥婦やご家族のニーズにも柔軟に対応していきたいと考えておりま

すので、これから出産を控えておられる妊婦さまには是非当院での出産を

お考えいただければと思います。

●それでは、「春バテ」にどのよ



アレルギー1生鼻炎の治療は、薬物 (内服薬 。点眼薬 。点鼻薬 。貼付薬)によ

る治療やアレルゲン回避 (外出時の服装素材の工夫やマスク・めがねの着用な

どの対処)のほか、アレルゲンに対してからだを慣らしてアレルギー症状を和

らげるアレルゲン免疫療法があります。対象となるアレルギー性鼻炎は、間診

や血液検査によリスギ花粉症またはダニアレルギーと確定診断された方です。

アレルゲン免疫療法 (舌下免疫療法)は 1年を通じて治療を行い、数年間 (3年以上推奨)継続します。

正しく治療が行われると症状を和らげる効果があり、治療終了後も長期間にわたり症状が改善される可

能性があります。

主な副作用は国内炎、□の中の腫れ、のどのかゆみ、耳のかゆみ、頭痛などですが、重大な副作用と

してシ∃ックやアナフィラキシー (医薬品などに対する急性の過敏反応で、多くの場合は投与後 30分以

内にじんま疹・腹痛・嘔吐・息苦しさなどの症状の他、突然シ∃ックにおちいる場合があります)が出

現することがあり、当院では初回治療時に舌下後 30分間は院内で経過を観察しています。

アレルギー1生鼻炎に対する舌下免疫療法は有用な治療法ですが、妊娠中また

は授乳中の方、気管支喘息の症状が強く出ている方やステロイ ド斉」等の特定薬

を使用されている方などには、適応とならない場合もあります。

スギ花粉が飛んでいる時期 (1-4月 :和歌山県南部)には、スギ花粉に対す

るアレルギー反応が過敏になっており治療を開始することはできませんが、ダ

ニアレルギー性鼻炎は時期に関わらず治療開始できます。

当院でもアレルゲン免疫療法をおこなつています。ご希望される方は、当院

の地域医療連携室 【■L62‐7111(代表)】 までご連絡下さい。

【文責 :院長代理 内科 秋山 裕由】

当院では、地域の皆さまに利用していただきやすい環境整備の一環として、外来診療時間の拡充や「レ

スパイト・緊急一時保護」といった地域の特性を考慮した入院条件の見直しを行うとともに、専門性の

高い外来診療の新設や検査部門 。放射線部門の充実に取り組んでいます。

CToMRI遠 隔画像診断の充実

麻酔科標榜

取り組み内容取り組み内容

産婦人科午後診療小児科午後診療

アレルゲン免疫療法外来SAS(睡 眠時無呼吸症候群)外来
内視鏡検査日の増設おねしょ外来

認定看護師 (摂食・喩下認定看護)資格取得レスパイト入院

胃がんリスク検査 (ABC検診)日曜小児初期診療

緊急時一時保護入院

Rl.9 1病床機能転換 (一般病床⇒地域包括ケア病床)関節専門外来

レディース外来

アドバンス助産師資格取得

療養病棟入院基本料 2

開始年月 開始年月

H305

H314H306

H308
禁煙外来 R15

H309 Rl.7

H3010 R18

H311

Rl.10

Rl ll
助産師外来

R22



人間の体では、常に健康な状態を維持できるよう各臓器が役

割分担をして働いています。その中で腎臓は、主に体内ででき

た老廃物を尿として排泄する 鴫 造髪彊」の役割を担っていま

す。腎臓には「糸球体」と呼ばれる小さな濾過装置が 1イ固の腎

臓につき100万個含まれており、この糸球体で濾過された尿が、
「尿細管」という細い管を通り、やがて膀脱に流れていきます。

腎臓病とは、糸球体や尿細管がイ可らかの原因でダメージを受けることで濾過装置の数が減少し、腎臓の

働きが悪くなる病気です。腎臓病の原因には様々な種類がありますが、頻度の多い病気は糖尿病や高血圧

といったいわゆる生活習慣病です。世界的に高齢化が進む中で、日本でも生活習慣病に由来する慢性腎臓

病患者は増加傾向にあります。慢性腎臓病の進行は透析導入のリスクとなるだけでなく、心筋梗塞や脳卒

中を起こしやすいことも知られており、できるだけ早期に発見し進行を予防することが重要です。

慢性腎臓病は自覚症状に乏しく、早期発見のためには健康診断などで血液検査や尿検査を行うのが有用

です。

心筋梗塞

タ

l

①

②

検尿異常 C白尿や血励

eGFR(血液検査のクレアチニンの値から算出されます)が 60 mL/分 /1.73面未満

①、②のいずれかが 3ヶ 月以上持続するものを「慢性腎l~m病」と呼びます。

慢性腎臓病の治療にあたっては、生活習慣の改善 (禁煙、減塩、肥満の改善など)が第一となります。

中でも食事療法は重要で、和歌山県は全国的にみても食塩の摂取量が比較的多い地域 (1日 あたり平均

摂取量 12.0～ 13.Og)であり、また高血圧患者が多い地域でもあります。高血圧を合併した慢性腎臓病

患者では、1日あたり平均食塩摂取量を 6.Og未満に抑えることが目標となります。また蛋白制限も重要

で、0.6～ 0.8g/kg/日 (体重 50kgであれば、1日あたり30～ 409)が目標です。

慢性腎1蔵病の食事療法といっても、年齢も体格も食事量も違

います。また、日常生活における活動レベルも違いますので、

どのような食事療法が良いのかを個別に考える必要があります。

当院では、患者さまとそのご家族を対象に栄養指導を行って

いますので、希望される場合には主治医や看護師にご相談くだ

さい。

【文責 :内科医長 中野 志仁】

くしもと町立病院 広報誌 3月号 ⑤



食生活の欧米化や高齢化に伴って、動脈硬化に起因する疾患が増bll傾向にあ

るといわれています。“動脈硬化が心筋梗塞、狭心症、脳梗塞などを引き起こす"

ということは、皆さまも一度は耳にしたことがあるのではないでしょうか。

動脈硬化とは血管の老化現象であり、その名の通り血管が固くなり柔軟性がなくなつてしまった状態

のことをいいます。tll齢以外にも生活習慣などさまざまな要因が重なって起こるといわれてい水す。

性別や年齢は、自分ではどうすることもできませんが「高血圧J「脂質異常」「糖尿病」「肥

場.も 豪 満」などのような生活習慣に関することは、自分の努力や心がけでコントロールできます。

喫煙歴のある方。高血圧、脂質異常、高血糖、

高尿酸血症を指摘されたこと

肥満・ス トレス・めまい

などの自党症状のある方。

がある方。 ゞ

頸動脈エヨー検査は、毎週火0理・水曜・金曜の午後からの予約検査です。

検査に痛みはなく、15分程度で終わります。
保険適用検査で、 3害」負担で約 1,650円。 1害」負担で約 550円の費用負担になります。

【文責 :臨床検査部 新田 正樹】

くしもと     もの  も世

開院時より、月に一度実施してまいりました脳神経外科の診療については、令和 2年 3月 をもって

休診とさせていただくことになりました。

当科に通院受診されている患者さまにはご不便をおかけしますが、ご理解とご協力を賜りますよう

お願いいたします。

に診察を行います。3月は、

③

プラークを合併した血管 石灰化を伴つたプラーク

⑥  くしもと田]立病院 広報誌 3月号



レスパイ トとは、「一時休止」「休息」「患抜き」という意味

です。在宅での介護が長くなると、介護者が日々の介護に疲れ

を感じ、体力、気力の限界を超えてくることがあります。

少しの間休憩をとることができればよいのですが、介護は

なかなか周囲の方に代わつてもらえるものではなく、周りに

頼れず抱え込んでしまう方も少なくありません。すなわち、

介護ができなくなる前に、介護者に少し休んでいただき、肉

体的、精神的な英気を回復していただくために生まれたサー

ビスが「レスパイ トケア」、「レスパイ ト入院」です。

当院では、これまで自宅において医療行為 幡 麿処置・たん吸引・胃痩による食事介助・気管切

開 点滴・在宅酸素など)を受けておられる方を対象としてまいりましたが、老々介護や認々介護の
増カロに対応する支援として、上記以外の方もその1犬況に応じて対応させていただくことといたしまし

た。また、入院期間も最大 14日までといたしました。

哺霧
主に、自宅で医療行為 (褥麿処置・たん吸引・胃痩による食事介助 気管切開 点滴・在宅酸素
など)を受けておられる方。

颯被介護者 (介護を受けている方)が、慢性疾患等の持病 (老衰・廃用症候群などによる食事介助
を含む)を有している方。

⑬ ]回の入院期間は、14日間まで。 (連続しての更新はできません)

⑬退院後は、こ自宅にお帰りの方に限ります。

⑬処方薬確認のため、入院の際はお薬をこ持参ください。

患者様の状態によつて入院継続困難な場合は、予定期間よりも短期間となる場合があります。

ご希望される入院期間中の病床状況によっては、ご希望に添えない場合がございます。

医療保険の適用となりますので、入院の際は健康保険証や限度額認定証をご持参ください。

入院を希望される ]週間前までに、当院「地域医療連携室」に電話でお申し込みください。日時を

決めて、介護者には入院前に当院の担当医師・病棟師長 担当看護師などを交えた面接を受けて頂き
ます。その上で入院の可否を決定いたします。

お問合せ先 くしもと町立病院 地域医療連携室 TEL62-7111

くしもと町立病院 広報誌 3月号 ⑦



試食会で提供させていただきました食事は、実際に当院の入院患者様が召し上がっておられる糖尿

病食です。試食会はデイルームで行い、7名がご参加 くださいました。

参カロされた方々には、糖尿病の食事療法や当日、提供いたしました食事について説明をした後、

糖尿病食なら、もっと薄味にしないといけないと

思っていました。

野菜を 1日 350g以 上も食べるのは大変だと思つ
ていたけど、今日の食事を見たら案外食べられそう。

ご飯やおかずの適量がわかりました。

次∝ 式食会は、5月に腎 臓 病 食 を予定 しております。 l ll
時 間 11時 50分集合 (総合受付ロビー) 12時 ～試食会  i  :
参方口費 無料   ~十

一―― ~  ́ ―  ́一一―  j  l:FI~

対象者 本人またはご家族に腎臓疾患をお持ちの方         :l

【文責 :管理栄養士 土井麻緒】

ご試食していただきました。


